
標宅プロ 2021 
（令和 3 年度版） 
固定資産税評価替え用 

標準宅地 鑑定評価書作成支援システム 
 

 

(1) 鑑定評価機能 
 

◆ 前回鑑定結果を取り込んで作業を継続します。 

前回「標宅プロ 2018」で作成した鑑定結果をそのまま引継

いで作業することができます（標宅調書､鑑定結果、公示・

基準地、収益還元・直接法、文例、比準表など）。 

◆ 1 枚の鑑定画面から標準宅地・事例の修正、すべての鑑定 

評価作業等が完結できます（裏面）。 

◆ ワンタッチ操作で標準化補正・地域補正が自動計算されます。 

７タイプの比準表により標準化・地域補正に対応。 

①連続量差  ②連続量(駅距離、バス停距離等) 

③範囲指数差 ④範囲指定(幅員、建ぺい率、容積率等) 

⑤即値指数差 ⑥即値指定(駅名、上下水道ガス等) 

⑦入力指数差(環境点数をつけた場合) 

価格算定補足資料、鑑定評価書点検等には必須です。 

◆ 採用する事例選択の絞込、ソートができ、また、 

地図上に表示した事例位置からも事例選択できます。 

◆ 標準宅地毎に評価パターン(採用事例(公示地)、採用収益還

元法の組合せ)を選択し効率的評価が可能です。 
 

(2)  鑑定評価書のチェック機能 
 

◆ 地価公示と同様の「補正等審査」チェックが可能。 

空欄・採用等のエラーチェック、取引事例に係る補正内容審

査、同一事例の標準化補正、地域要因審査、採用事例の重複

審査、収益価格算定過程審査、その他審査等。 

◆ 標宅プロ固有の地域補正チェックができます。 

1.価格比・開差率による規準・比準、純収益チェック 

2.同一事例、同一公基準地を採用している標準宅地間の地域

補正の整合性・矛盾をチェックします。 

◆ ブロック幹事は、当該評価員全員の鑑定結果を読み込むことに

よりブロック内の隣接市区町村境界地点の価格バランスのチェ

ックができます。また、ブロック内全体の上記の 

「補正等審査」「地域補正等チェック」が可能です。 

◆ 鑑定評価書総務省点検等要領に準じたチェックが可能。 

 

(3)  地図表示機能 
 

◆ 国土地理院のインターネット上の地理院地図との連携。  

標準宅地、公示・基準地、取引事例の地図表示ができます。

また、地図上に採用したい取引事例(公示)を表示し、事例

（公示）の採用を地図上で判断できます。  

◆ プロット図の作成が可能 

◆ 標準宅地、取引事例等の位置図（経度緯度）を地理院地図

から切り出し、貼付することができます。 

◆ ２地点間の道路距離及び経路変更後の距離を計算します。 

◆ P-MAP（不動産鑑定評価データ共有地図表示システム）と 

連携して評価結果を地図表示できます。 

 
(4) 取引事例データの編集機能 

 
◆ 取引事例の図面（位置図、地形図）の貼付が可能 

スキャナーで作成した図面や、地理院地図で画像を切り出

し、位置図、地形図として取り込むことができます。 

 

 

 

 

◆ 取引事例の標準化補正を一覧表でチェックします。 

◆ 取引事例・賃貸事例カード印刷は、汎用タイプ・交換タ

イプ様式 A4/B4/A3 用紙など多種類の様式で印刷できま

す。（PDF 出力も可能） 

 

(5) 外部とのデータ授受機能                         
 

◆ 外部データの取り込み 

1.公示プロや基準プロで作成した比準表、評価文例等は

そのまま引継げます。 

2.公的評価フォーマットでの読み書きに対応します。 

3.汎用のデータ形式(CSV)で読み書きできますので、取

引事例や鑑定評価データを CSV 形式で書出し､EXCEL

等により編集後、再度、読み込むことが可能。 

◆ 市町村の標準宅地調書データ（EXCEL）や他ソフトの前回

の標宅調書・収益還元評価結果を取込めます。 

◆ 鑑定評価書を PDF 形式で保存、鑑定評価結果を一覧表で

EXCEL 出力、チェックに活用できます。 
 

(6) 評価員間の共通作業をサポートします 
 

◆ 評価員間のデータ交換により相互利用が可能 

比準表､基本利率､時点修正率表､評価文例及び取引事例

データ､鑑定結果データ等を同一市町村内、市町村間、 

ブロック間で交換・集約が可能です。 

◆ ブロック単位の比準表データの入力代行（無料） 
 

 

■稼働環境（推奨） 

 
OS／Windows7※、Windows8、8.1、Windows10 

メモリー／Wnndows7         ：１ＧＢ以上 

Windows8、8.1、10  ：２ＧＢ以上 

ディスプレイ／解像度        ：1280ｘ768 以上  

(推奨 1360ｘ768 以上) 

プリンタ／A4 対応プリンタ（推奨レーザプリンタ） 

※Window7 での動作保証は、マイクロソフト社の OSサポート 

終了期日までとなります。（2020 年１月 14 日） 

継続してご利用の方 

前回（標宅プロ 2018）の鑑定結果、評価理由文を

とりこんで、鑑定評価作業を継続できます。前回

評価や公示プロの比準表、評価文例、収益還元

法等もそのまま活用できます。 
 
新規にご利用の方 
前回、他のソフトで作成した標準宅地調書、収益

還元法、評価理由文はそのまま取り込んで評価

作業を継続できます。 

 

標宅プロの特徴 

株式会社システム科学研究所 
〒111-0041 東京都台東区元浅草 2-6-6 

         東京日産台東ビル 10F 

TEL：03-3845-6418 FAX：03-5246-6801 
http://www.skk-pro.jp 
e-mail：skk@skk-pro.jp 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

地域格差の計算 3 種類の比準表の登録 

鑑定評価 3 手法を 1 画面で実現    
（カラーボタンで詳細作業に入れます） 

純収益価格の査定 

連続量（駅距離） 

標準化補正 

評価文選択 

鑑定画面に始まり鑑定画面に終わります 
 
◆公示地・基準地からの規準、取引事例の選択、 比

準計算、純収益価格算定、評価文登録、事例修正

等すべての鑑定評価作業が鑑定一覧画面（下画面）

から完結します。 

◆標準宅地、公示地、事例データへは本画面から直接

移動(ショートカット)して修正･補正が可能。 

標準宅地毎に調書､採用公基準地､事例の
地域補正､純収益の整合･矛盾をチェック 

内訳ボタンを押すと選択した比準表により 

格差が自動計算されます。手入力も可能 

標
宅
・
事
例
等
を
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接
確
認
・
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正 

駅距離 

非採用事例 

採用事例 

標準宅地 

範囲指定 

即地指定 連続指定 


